
f倫、
… 一一..__， 
門
間
同
右
〕
是
故
丈
夫
一
小
識
加
衣
、
嬬
人
不
耕
部
食
、
男
女
貿
功
以
長
生
、
仕
聖
人

之
制
也
。

門
問
問
ト
右
〕

，同崎、

-=合一、、J

模
別
易
潟
、
易
賠
郡
山
段
境
安
、

の

る

の

中
間
先
泰
時
代
に
あ
っ
て
は
、
花
、
自
然
法
一
思
想
と
、

想
と
が
、
見
出
だ
さ
れ
る
が
、
韓
非
の
法
的
芯
惣
は
も

に
し
つ
つ
も
、
そ
の
絞
抵
は
、
自
然
法
論
の

友
い
c

色
彩
を
濃
厚

入
る
も
の
と
者
わ
ね
ば
な
、
ら

従
来
、
法
哲
態
に
於
て
ほ
、
経
論
的
資
在
形
式
や
漏
え
る
法
律
現
象
i

部
ち
、

定
法
、
踏
家
制
定
法
!
の
み
そ
法
と
す
る
額
向
を
、
法
官
詮
主
義
と
す
る
。
こ
れ
に
翻
し

て
、
政
治
上
の
壊
力
に
依
っ
て
注
お
さ
れ
'
吃
り
、
あ
る
い
は
、
人
間
生
、
活
の
不
合
理
性
に

依
っ
て
一
企
め
ら
れ
た
ち
し
た
環
設
法
の
役
浄
に
丸
山
山
一
だ
さ
れ
る
、
天
理
問
問
然
に
葬
ず
〈
理

法
i
即
ち
、
自
然
法
i
を
は
て
笈
定
法
務
に
叫
刻
す
る
評
伎
の
規
準
と
す
る
理
誌
を
、
自
然

白
熱
法
論
た
於
て
は
、
選
〈
ギ
?
γ

ヤ
の
議
化
主
義
、
士
一
越
主
義
の
そ
れ
よ

る
ま
で
、
時
に
議
籍
、
特
に
山
内
致
、
時
に
経
済
等

賞
定
法
を
鈴
制
対
@
経
一
万
一
‘
ず
る
基
礎
と
し
た
の
で
あ

一
設
に
於
て
段
、
笠
詮
主
一
一
一
段
に
料
開
立
し
、
法
形
需
上

て
、
患
に
自
然
法
と
一
一
一
一
応
う
場
合
は
、
こ
の
震
義
に

(
一
間
)

修
務
訓
〕
泣
俗
之
入
、
多
傘
古
市
媛
今
o

，
故
矯
選
者
、
必
託
之
於
紳

農
笈
帝
、
}
間
後
能
入
説
。

し、

31i 
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二、ニノ

っ
た
の
で
は
ゑ
か
ろ
う
か
。
郎
町
ち
、
邸
中
博
士
の
斗
我
々
が
、
法
家
の
法
律
槻
を

儒
家
の
そ
れ
と
比
絞
封
印
…
せ
し
む
る
符
に
、
後
者
が
、
自
然
法
的
概
念
の
能
暗
記

悶
附
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
前
狩
は
、
法
震
設
、
主
義
の
そ
れ
に
隠
仰
せ
し
む
べ
き
怠
る

事
を
知
り
得
る
。
ー
一
(
註
1

4

)

の
訟
に
依
れ
ば
、
一
見
》
韓
非
は
、
法
寛
設
、
主
義
の
そ

れ
か
と
げ
川
れ
わ
れ
る
も
」
川
じ
く
出
中
一
博
士
の
設
へ
註
2
コ
ベ
お
よ
び
、
根
本
氏
の
ベ
:
・

韓
一
非
子
の
法
の
思
想
は
;
:
:
、
商
秩
の
主
張
し
た
議
怠
る
規
制
の
公
開
的
、
設
一

的
客
恕
化
、
換
一
一
一
一
閃
す
れ
ば
、
車
怠
る
成
文
法
主
義
で
も
友
い
の
で
あ
る
己
註
(
3
)

の
訟
に
依
れ
ば
、
又
、
自
然
法
主
義
の
範
時
か
ら
百
枚
加
す
る
と
断
言
し
待
沿

と
と
7
0
、
と
の
問
の
事
前
を
物
語
る
も
の
で
は
友
か
ろ
う
か
。

本
論
文
は
、
議
一
非
の
、
ひ
い
て
は
、
中
川
州
政
治
思
想
の
特
交
を
把
握
せ
ん
と
し

て
、
か
れ
の
政
治
理
論
を
最
も
代
表
す
る
法
と
、
そ
の
様
遂
の
持
質
と
を
採
り
、

以
て
、
そ
の
論
究
を
試
み
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
違
法
の
構
造
記
見
え
る
斡
点
灯
の
法
の
特
後
，

法
の
構
造
が
‘
行
得
税
認
と
別
規
範
と
の
結
合
で

b
る
こ
と
は
、
従
来
、
論
ぜ

ら
れ
て
い
る
と
と
ろ
で
あ
る
が
(
註
之
、
韓
非
等
の
設
く
法
も
も
勿
論
、
と
の
形

態
を
有
す
る
も
の
に
外
な
ち
た
い
。
が
純
一

κ、
終
非
の
法
に
於
て
注
意
す
べ
と
と

は
も
こ
の
扇
規
範
の
結
合
KAH同
り
、
弱
者
が
機
核
的
結
合
を
友
し
て
い
る
と
い
う

と
と
で
る
る
4

た
と
え
ば
亀

一(15 )ー

昔
、
韓
の
昭
一
伎
が
降
臥
し
た
時
三
典
冠
者
は
、
い
、
君
の
身
に
衣
を
か

け
た
。
昭
侯
位
受
め
て
だ
が
、
や
が
て
、
衣
を
か
け
た
者
が
呉
定
者
で
あ

る

と

知

る

?

と

、

と

を

認

し

た

C
2
w悼
非
子
二
約
〉



郊
の
太
守
詑
新
任
し
た
梁
率
を
、
か
れ
の
婦
が
訪
問
し
た
と
と
ろ
、
夕
暮
で
門

は
mm
っ
て
い
た
の
で
、
壊
を
越
え
て
入
っ
た
。
梁
事
は
、
法
に
従
ハ
/
て
、
婦
の

足
を
斬
っ
た
。
(
同
右
外
綴
設
左
下
)

の
如
く
、
刑
規
範
は
規
定
の
ま
ま
に
施
行
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
例
は
、
各

所
広
見
え
、
問
中
博
士
も
赤
、
と
の
経
非
の
法
の
機
械
的
結
合
広
務
し
て
、
同
様

の
見
解
を
示
し
て
占
お
ら
れ
る
。
(
註
5
)

と
の
棒
非
の
法
思
想
は
、
法
家
以
外
の
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
情
欲
的
長
の
行
わ

れ
る
も
の
、
た
と
え
ば
、

流
持
の
法
を
用
い
》
一
均
一
郊
で
あ
る
五
刑
を
猪
議
し
た
。
(
信
書
舜
典
)

犯
罪
の
事
費
の
蓑
到
に
拘
わ
ら
や
、
そ
の
慣
の
蕃
惑
を
考
慮
し
て
、
郊
の
藤
重

を
定
め
る
。
(
同
右
呂
刑
〉

冗
刑
の
一
訴
訟
を
裁
判
す
る
時
は
、
必
宇
.
父
子
の
親
、
君
同
憾
の
義
記
法
令
ノ
い
て
も

判
断
し
、
協
震
に
、
刑
の
腕
童
、
著
惑
の
，
皆
、
深
を
間
引
か
に
す
る
。
(
強
記
主
部
)

と
は
、
著
し
く
異
る
も
の
で
あ
る
。

韓
非
の
法
に
炉
、
て
》
か
く
結
合
す
る
所
以
は
、
そ
の
質
定
法
の
み
に
認
お
性
が

見
出
だ
さ
れ
￥
従
ハ
J

て
、
そ
の
法
に
人
智
の
森
味
を
許
さ
お
と
と
ろ
に
起
因
す
る

も
の
で
あ
る
う
。
(
韓
記
子
有
皮
、
外
儲
説
右
下
等
審
賂
υ

こ
れ
と
謝
額
約
な
も
の
と
し

て
、
論
語
録
政
事
哲
子
五
制
等
象
的
関
)

一
寸
断
党
非
の
法
思
想
記
於
て
、
否
定
さ
れ
る
べ
き
根
抵
の
も
の

然
ら
ば
、
韓
非
の
法
理
論
に
於
て
、
そ
の
宮
定
法
に
絶
鉛
性
を
興
一
え
る
も
の
と

し
て
、
根
祇
に
あ
る
も
の
は
、
如
何
た
る
も
の
で
あ
る
う
か
。
先
嶋
中
ノ
、
韓
非
の
法

思
想
に
於
て
、
杏
定
さ
れ
る
主
た
も
の
と
し
て
、
儒
家
の
設
花
見
え
る
よ
う
ι
広
告

然
法
と
、
一
一
見
、
韓
非
の
思
惟
と
閉
じ
か
と
忠
わ
れ
て
、
紫
は
と
れ
と
相
容
れ
な

い
君
、
誌
の
襟
成
と
に
就
て
考
察
す
る
。

L

儒
裁
の
設
に
見
え
る
よ
う
友
自
然
法
の
否
定

一
般
に
、
ギ
リ
シ
ャ
以
来
の
自
然
法
論
に
於
て
は
、
選
ω
憾
の
要
繋
が
焼
く
見
出

だ
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
初
っ
て
、
儒
家
の
設
を
見
る
と
、
ま
た
、
道
徳
の

が
強
い
。
儒
家
比
於
て
は
‘
行
銭
の
規
穏
と
し
て

接
或
宇
け
る
も
の
は
、
一
一
一
口
う
ま
で
も
友
く
、
先
王
の
道
で
あ
り
、
更
に
悲
や
ノ
け
、
れ

ば
￥
夫
と
結
合
し
た
倫
理
道
徳
の
理
念
で
あ
る
。
活
博
士
が
、
「
護
と
そ
究
会
主

る
道
徳
で
彰
り
、

::-ee--o
」ハ註
6
)

と
一
一
一
一
向
わ
れ
、
問
中
博
士
が
ベ
穣
花
於
て
、

自
然
法
郊
と
人
間
泣
A

岡
田
の
道
徳
と
の
、
混
然
た
る
調
和
が
存
在
す
る
。
」
へ
註
7
)

と
品
一
一
口
わ
れ
る
の
も
、
皆
、
と
の
結
を
指
し
て
い
る
と
忠
わ
れ
る
の
で
あ
る
U

然
る
託
、
韓
非
記
於
て
は
、

治
見
の
諒
一
び
は
、
盛
を
叙
と
し
、
泥
土
を
吸
物
と
し
、
木
片
を
切
肉
と
す
る
。

訴
し
、
夕
暮
託
、
必
や
ノ
、
臨
宅
し
て
食
を
採
る
の
は
、
「
盛
叡
塗
奨
L

は
、
一
覧

襟
の
食
事
に
役
立
た
お
故
で
あ
る
。
同
様
託
、
:
:
:
、
先
王
の
仁
義
を
論
じ
て

も
、
間
を
治
め
得
怠
い
の
は
、
窓
論
で
、
役
立
た
ぬ
放
で
あ
る
。

(
韓
非
子
外
諮
訟
左
上
、
こ
の
外
、
五
謡
、
怒
皐
等
参
照
)

の
如
く
、
藤
e
仁
義
等
の
否
定
を
な
す
の
で
あ
る
c
そ
れ
は
、
阿
部
覚
、
儒
家
の
如
き

人
間
の
内
部
的
尚
一
位
託
基
や
ノ
く
道
徳
的
自
然
法
の
否
定
を
窓
旅
す
る
の
で
あ
る
。

之
君
主
の
様
成
の
否
定

然
ら
ば
、
韓
非
の
法
思
想
は
、
法
震
設
、
去
一
誌
の
純
憾
に
属
し
て
、
そ
の
根
祇
の

も
の
は
ベ
君
、
主
の
楼
成
」
と
見
る
ぺ
き
で
あ
ろ
う
か
。
、
梁
感
超
氏
は
、
法
家
の
立

法
に
擬
し
て
、

法
家
の
最
大
欠
結
は
、
立
法
権
の
本
源
が
明
ら
か
で
た
い
こ
と
で
あ
る
。
か
れ

紘
一
寸
は
一
一
一
一
向
う
ま
で
も
怠
く
、
滑
円
、
去
は
、
「
法
犠
を
設
け
て
み
や
ノ
か
ら
治
め
正
す
べ

き
心
を
力
説
し
、
入
京
は
、
「
法
を
一
挺
て
て
、
好
ん
で
私
的
行
動
を
す
る
の
を
紙

と
世
間
う
己
と
力
説
す
る
u

で
は
、
法
は
ど
と
か
ら
生
じ
、
訴
が
設
け
る
か
と
質

問
す
れ
ば
、
や
は
り
、
殺
、
読
み
」
答
え
る
だ
け
で
怠
る
。
(
設
8
)

と
一
一
語
わ
れ
、
問
中
博
士
も
、

設
定
法
が
、
自
然
法
記
基
礎
を
求
め
ざ
る
限
り
、
意
一
り
機
成
は
、
限
だ
、
君
、
去

の
政
治
的
構
成
に
の
み
懸
る
。

立
法
の
規
撃
が
、
孔
子
託
、
お
け
る
が
如
く
，
古
の
聖
賢
に
も
お
か
れ
や
ノ
、

義
一
ナ
託
老
け
る
が
如
く
、
に
も
求
め
ら
れ
宇
と
す
る
に
お
い
て
は
、

か

、

又

は

、

の

せ

、

ら

れ

る

…

惑

に

な

(

註

9

)

一(16 )ー

良
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と
の
ぺ
て
・
お
ら
れ
る
。
乙
れ
に
依
れ
ば
、
法
家
の
法
の
本
源
は
、
一
見
、
礎
体
外
で

あ
り
、
強
い
て
言
う
な
ら
、
あ
る
い
は
斗
君
主
の
楼
成
」
か
と
も
九
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
が
、
併
し
友
が
ら
、
訟
の
梁
氏
の
捻
K
見
え
る
如
く
、
法
裁
で
は
、
君
主

も
私
を
行
つ
て
は
た
ら
お
の
で
あ
り
、
叉
、

私
が
訟
を
改
め
、
自
分
の
好
む
ま
ま
に
政
を
行
う
怒
ら
、
法
は
立
た
た
い
。

(
韓
非
子
外
儲
訟
右
下
)

等
の
文
よ
り
す
る
時
は
、
法
は
沼
、
去
の
上
位
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
d

そ
と
に

は
、
君
主
の
意
志
以
上
の
理
念
の
存
す
る
と
と
が
考
え
A

ら
れ
る
。
根
本
氏
が
、

彼
の
法
概
念
に
は
、
成
文
法
の
み
た
ら
す
、
自
然
法
が
台
ま
れ
て
い
た
。
(
註

ω)

と
替
っ
て
お
ら
れ
る
の
も
、
党
主
の
窓
志
以
上
の
恕
念
の
存
す
る
こ
と
を
、
示
唆

さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

方
の
如
く
、
儒
裁
の
先
王
の
遜
は
勿
論
、
宗
主
の
機
威
訟
も
、
韓
非
の
根
抵
の

も
の
と
し
て
は
、
否
定
さ
れ
ね
ば
取
ら
J

な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
従
っ
て
、
か
れ
の

法
思
想
は
、
銭
一
一
鋭
的
自
然
法
主
義
で
も
怠
く
、
さ
り
と
て
、
商
執
の
如
き
法
賞
詮

、
正
義
と
も
，
断
…
一
一
一
口
出
来
た
い
の
で
あ
る
。

(
悲
し
、
般
に
、
人
間
の
内
部
的
理
性
に
謀
ず
ぐ
道
徳
的
自
然
法
、
あ
る
い
は
、
君
主
の

擦
威
、
や
根
抵
と
認
め
る
な
ら
ば
、
そ
pe
賢
定
法
に
は
、
人
智
人
震
の
介
入
の
余
地
が
あ

る
。
)

一一…、結

以
と
の

ても

の

に

あ

る

湾

念

、

ら

れ

る

が

故

託

、

替

の

立

場

を

離

れ

中
関
右
京
の
政
治
形
式
、
お
よ
び
、
そ
れ
と
中

と

の

か

れ

の

法

理

念

の

の
の
停

考
察
を
試
み
た
い
。

先
や
、
か
れ
の

と
、
か
れ
は
、
虫

深
刻
さ
に
援
し
、

立
場
、
乃
烹
は
、

時
代
に
、

そ

れ

と

政

治

の

鶴

惑

を

眺

め

る

入
は
科
害
打
算
に
の
み
生
き
る
現
震
の

の
列
閣
に
於
け
る
地
役
、
か
れ
の
関
内
に
炉
、
け
る

韓
博
読
む
忍
慈
の
影
響
等
え
後
っ
て
、

に
思
胞
を
設
け
、
火
打
石
を
波
え
ば
、
終
@

の
笑
を
招
き
、
放
@
間
川
の
時
代
に
、

M
m

ヱ
南
の
如
く
、
淡
を
決
し
て
、
治
水

を
す
れ
ば
、
湯
@
武
の
笑
を
招
く
。
同
様
に
、
現
代
民
、
免
@
一
舛
@
A
高
等
の
道

を
談
笑
す
れ
ば
、
必
、
下
、
新
型
の
笑
を
招
く
Q
:
:
:
。
昔
、
宋
の
一
決
夫
は
、

兎
が
切
株
比
詰
り
即
死
し
た
の
を
見
て
、
耕
を
止
め
、
そ
の
株
を
見
守
っ
て
い

4

た
。
勿
論
、
兎
は
得
ら
れ
や
ノ
、
か
れ
は
、
笑
い
も
の
に
た
づ
た
。
同
級
児
、
先

王
の
政
で
、
意
今
を
治
め
よ
う
と
す
る
の
は
、
皆
、
と
の
守
株
の
類
で
あ
る
。

(
韓
客
十
五
議
)

上
古
は
道
一
細
川
を
、
中
世
は
智
謀
を
、
首
今
は
気
力
を
、
競
い
争
う
。
(
間
右
)

の
如
く
，
一
政
舎
は
一
時
」
と
共
に
愛
援
す
る
も
の
で
あ
り
、
従
ハ
/
て
、
政
治
も
亦
も

と
れ
と
共
に
愛
ら
ざ
る
を
得
た
い
と
概
念
す
る
立
場
氏
立
ク
。
と
れ
に
依
ヲ
て
、

船
内
非
は
更
に
、

法
を
施
行
せ
ん
と
し
な
が
ら
、
蓄
法
の
改
正
を
跨
路
す
れ
ば
、
民
は
乱
れ
て
治

め
得
友
い
。
放
に
、
治
良
に
ん
い
vm
法
は
友
い
c

た
だ
、
治
ま
る
と
と
の
み
が
法
で

あ
る
d

法
は
「
時
代
」
托
か
七
な
っ
て
渡
れ
ば
治
ま
り
、
治
ま
る
こ
と
と
E

「時

世
」
と
宜
し
き
を
得
れ
ば
、
成
M
K
が
あ
る
ο

(

韓
非
一
寸
心
度
)

聖
人
は
、
古
に
則
る
と
と
を
考
え
宇
、
つ
世
情
」
を
論
じ
て
、

る
。
(
同
右
五
議
)

一(17 )ー

そ
の
針
策
を
読
や
ノ

翠
人
は
、
:
:
:
、
「
世
俗
」
比
従
っ
て
政
を
行
う
。
(
同
右
)

の
如
く
も
移
h

り
鮮
総
る
俗
に
従
う
こ
と
を
弘
前
し
、
そ
と
に
、
か
れ
の
政
治
理
論
の

特
質
を
一
示
、
ず
に
至
っ
た
の
で
診
る
υ

(

こ
れ
は
、
た
と
え
ば
、
裕
子
の
不
荷
e

非
相
等
に

見
え
る
よ
ろ
な
、
古
今
不
紫
慈
な
ち
と
す
る
思
想
仁
義
ず
き
、
一
成
不
畿
の
遁
を
持
し
て
、

治
政
令
祭
寸
立
場
と
吋
続
的
な
性
絡
を
一
目
し
て
い
る
J

然
、
ら
ば
、
震
く
、
中
磁
先
一
索
時
代
の
政
治
思
想

K
於
て
、
こ
の
「
俗
」
と
政
治

と
の
競
蓮
は
如
何
も
叉
そ
の
路
一
述
疋
於
て
生
、
下
る
政
治
思
潮
と
、
そ
れ
に
狩
う
自

宗
務
一
心
と
り
関
連
は
知
何
怠
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
去
し
、
支
の
詩
歌
e

俗
語

花
見
え
る
、

先
王
の
法
げ
ト
依
り
従
お
う
。
気
ま
、
玄
、
な
行
活
で
誤
ま
る
こ
と
は
致
す
ま
い
。

り
友
ま
け
て
、
還
に
は
ヂ
れ
る
こ
と
は
設
す
、
ま
い
。
(
詩
経
大
雄
絞
築
)



治
浪
の
水
が
組
問
め
ば
、
わ
が
緩
を
洗
お
う
。
濁
れ
ば
、
わ
が
足
を
洗
お
う
4

「
時
'
)
「
硲
」
の
流
れ
比
従
お
う
。
凡
そ
.
記
不
援
の
も
の
は
友
い
。

の
如
く
、
問
あ
る
い
は
、
そ
れ
以
訪
の
入
々
托
法
、
一
定
の
選
民
知
る
思
想
と
、

「
持
」
の
笈
し
き
に
趨
合
せ
ん
と
す
る
忍
怒
と
の
一
一
認
が
容
在
し
て
い
た
。
そ
れ

と
綴
透
し
て
、
政
治
に
於
て
も
事
不
援
の
還
を
持
し
て
、
設
を
化
す
る
形
式
と
、

「
俗
」
に
従
い
、
後
法
を
以
て
政
を
忽
す
形
式
と
は
政
渋
上
の
二
一
間
と
し
て
、
吉

く
よ
り
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
部
ち
、

魯
公
伯
禽
段
、
魯
に
赴
任
し
、
一
一
一
年
後
、
期
間
公
に
、
そ
の
報
告
を
行
っ
た
G

選

い
理
由
と
し
て
『
世
俗
』
を
滋
じ
当
議
制
約
を
改
め
、
一
一
一
年
の
喪
を
行
っ
た
設
で

あ
る
。
」
と
の
ぺ
た
。
太
公
認
も
亦
、
持
に
赴
任
し
た
が
、
五
ヶ
月
で
報
告
し

た
。
早
い
滞
…
由
'
と
し
て
ベ
一
君
誌
の
穫
を
筒
壌
に
し
ベ
世
侮
』
記
従
っ
て
政
を
行

。
た
放
で
あ
る
よ
と
の
べ
た
。
(
史
一
詑
替
淘
公
古
家
)
(
獄
門
大
会
散
も
参
m
m
)

の
如
き
例
は
、
麻

γ
魯
の
始
花
繋
っ
て
、
と
の
こ
形
式
の
務
茅
の
存
せ
る
と
と
を

意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
又
、

ζ

れ
は
、
先
業
政
治
思
怒
史
詑
於
け
る
こ
潮
流
と

も
都
民
え
る
も
の
で
あ
り
、
一
土
問
山
多
額
遂
の
叫
品
川
英
を
招
来
す
る
主
袈
原
践
と
も
怠
っ

た
も
の
で
あ
る
。
市
し
て
、
こ
の
二
つ
の
流
れ
は
、
だ
に
見
え
る
、

郷
隣
で
刑
番
中
ザ
郊
に
銭
付
け
た
Q

そ
の
時
、
転
向
は
、
郷
子
一
段
記
者
を
一
日
前
一
り
、

「
刑
芽
の
誌
を
問
、
き
失
望
し
た
s

古
の
加
点
王
は
、
犯
罪
花
山
却
し
て
は
、
そ
む
事

情
を
治
問
一
蹴
し
て
裁
決
し
た
の
で
あ
り
、
能
以
て
、
都
誌
を
器
た
し
た
と
と
は
な

い。

:
:
:
1
殺
の
死
後
は
、
鈴
は
滅
亡
す
る
で
あ
ろ
う
己
と
の
べ
た
。
子
援
は

返
書
し
て
、
ア
:
:
、
自
分
は
可
た
だ
、
現
在
の
鎖
中
信
教
わ
ん
と
し
て
い
る
だ

け
で
あ
る
o」
と
答
え
た
Q

(

先
鋭
昭
六
〉
(
昭
一
一
九
の
響
織
の
例
も
蘇
認
)

の
如
く
、
…
は
、
古
の
惑
を
談
守
す
る
立
場
と
、
一
段
、
「
斜
摺
」
に
従
う
立
場
と

し
つ
つ
、
後
党
に
及
ん
だ
の
で
あ

-93
殺
鶴
の
諸
問
伊
丹
仇
辻
、

ζ

の
こ

の
で
あ
る
c

そ
の
ア
%
俗
ん
の

の
そ
れ
は
、

の
例
を

一

部

す

も

の

は

、

の

の

判

…
鮮
に
依
り
、
代
表
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
Q

韓
非
子
の
鋭
、
(
訪
掲
む
心
度
@

閣
を
治
め
る
方
針
は
、
古
代
を
慕
わ
歩
、
今
時
の
こ
と
、
に
こ
だ
わ
ら
や
ノ
ベ
特
旨

俗
」
と
共
に
愛
化
、
ず
る
記
あ
る
。
(
管
子
五
世
)

愛
化
記
従
っ
て
、
高
事
を
科
欝
琵
怒
し
ベ
時
」
・
の
流
れ
を
知
っ
て
、
法
度
を
作

る
。
(
間
関
右
岳
心
)

燦
到
段
、
:
:
:
、
「
絡
」
托
従
う
。
(
萄
手
非
十
一
一
一
十
)

の
如
き
も
わ
で
あ
る
。

か
か
る
「
俗
!
一
を
中
心
と
せ
る
政
治
形
式
e

政
治
思
潮
は
、
ま
た
、
中
鼠
上
古

以
来
の
簿
絞
的
自
祭
信
仰
と
松
影
響
し
、
山
い
(
て
、
夫
み
へ
の
理
念
を
生
み
品
し
た
と

見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
の
放
に
も
「
化
俗
?
一
の
銭
家
に
於
て
、
そ
の
涼
蕊
を
一
六
に
求
め
る
の
は
、
必
然

の
と
と
で
岳
、
り
、
叉
ベ
従
俗
'
一
の
立
場
に
於
て
も
、
四
時
の
愛
化
と
政
治
方
針
と

の
一
将
移
の
思
想
ベ
管
子
の
幼
官
@
間
持
、
そ
の
他
、
呂
授
の
十
二
紀
、
総
記
の
月
令

等
に
見
え
る
J
あ
る
い
は
、
道
子
広
於
け
る
コ
地
」
砂
「
自
作
…
」
の
出
品
怒
、
ま
た
滋

到
の
如
く
、
緊
知
去
己
し
、
内
向
一
然
の
支
配
に
任
一
ぜ
ん
と
す
る
怒
恕
ハ
法
子
天
下
〉

等
は
、
韓
円
相
一
一
が
「
従
浴
」
の
政
治
忍
織
と
白
投
信
仰
と
の
一
府
vd
結
合
に
、
そ
の
原

砕
を
求
め
ん
と
す
る
托
一
点
る
i

ま
で
の
遇
税
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

先
禁
政
治
忍
誌
記
於
て
》
以
上
の
如
き
政
治
思
潮
の
脳
出
d

e

展
開
の
経
過
を
経

て
E

「
従
川
市
」
。
「
務
時
」
を
誌
潟
し
、
加
う
る
は
、
高
物
流
将
推
移
の
渡
辺

i
換

一
一
目
す
れ
ば
、
-
日
然
現
法
j
た
る
「
道
」
を
論
じ
、
以
て
可
安
定
一
訟
の
国
花
、
階
者

!
i
「
従
裕
」
の
致
治
思
務
上
」
自
然
信
仰
I
i
の
結
合
を
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
斡
非

の
法
散
に
於
て
で
あ
ろ
う
。
邸
ち
、
か
れ
の
政
治
環
論
が
、
「
併
」
に
従
い
、
「
時
」

力
再

三
拐
う
べ
き
を
論
ゃ
る
の
は
、
前
述
の
如
き
で
あ
り
、
部
も
、
か
れ
は
、
そ
の

「
持
」
e

「
悔
い
辻
、
ま
た
、
涼
烈
一
!
三
む
一
!
と
不
可
分
磁
の
践
係
K
あ
る
と
し

て
、
そ
と
託
生
や
ノ
る
法
は
も
原
均
と
一
致
し
た
も
の
と
考
え
る
の
で

b
る
。
こ
の

花
、
か
れ
は
、
そ
の
思
惟
を
成
文
化
し
、

選
レ
は
、
お
物
が
潟
物
た
る
所
以
で
る
わ
い
、
多
く
の
却
が
一
致
集
合
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
理
は
、
高
物
の
文
節
で
あ
る
が
、
辺
地
」
は
、
高
物
を
党
成
さ
せ

一(18 )ー



る
も
の
で
あ
る
。
故
花
、
「
『
議
』
は
寓
物
の
理
を
支
配
す
る
も
の
で
る
る
。
」

と
O
i
-
-
-
o

「
選
」
は
、
相
犯
す
と
と
の
友
い
寓
物
の
野
一
を
支
配
し
て
、
寓
物

と
共
に
務
化
す
る
が
故
に
、
一
定
の
も
の
で
は
た
い
。
:
:
:
。
聖
人
は
ー
と
の

「
滋
」
に
刻
。
て
、
制
度
文
物
を
作
る
。
(
韓
非
子
解
老
)

「
滋
」
の
愛
情
は
、
定
制
た
く
、
常
形
た
く
、
柔
弱
で
「
持
い
に
従
い
、
鰍
鈍
化

す
る
寓
物
の
理
と
相
熔
ヂ
る
も
の
で
あ
る
。
(
同
右
)

「
惑
」
は
、
:
・
;
¥
「
自
然
」
に
従
い
、
一
定
不
畿
で
た
く
、
一
i

時
」
と
宜
し

く
す
る
。
(
同
右
揚
縫
}

の
如
く
、
高
物
ハ
又
は
、
寓
物
の
理
〉
を
統
現
す
る
と
と
る
の
「
道
」
は
も
「
時
」

と
共
に
務
化
し
、
設
一
人
は
、
と
れ
に
m
m
O
て
、
文
章
@
法
制
を
作
る
の
で
あ
る
と

す
る
ο

さ
れ
ば
、
そ
の
法
は
常
託
、
ハ
宇
宙
の
・
白
川

mm現
法
と
、
一
段
ち
に
合
致
し
て
〉

絡
釘
伎
を
特
び
る
が
故
民
、
入
管
を
以
て
、
損
袋
し
得
ね
性
質
の
も
の
で
あ
る
。

と
の
放
に
、
韓
非
の
法
思
想
の
桜
祇
に
あ
る
雲
仙

i
i換
言
す
れ
ば
、
か
れ
の

思
惟
の
根
抵
理
念

i
lは
、
・
自
然
持
…
Mm
怖
に
誌
や
ノ
く
「
道
」

i
i
s部
ち
、
字
・
宙
恐
法
も

乃
豆
、
寓
物
流
線
推
移
の
涼
環

i
iと
、
鱗
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

問
、
結
論

思
う
に
、
間
然
の
一
紳
秘
に
驚
授
の
心
を
生
じ
も
自
然
の
力
比
山
一
一
一
一
一
心
敬
の
念
を
抱
い
た

中
間
中
点
代
人
の
心
は
、
そ
の
ま
ま
、
自
然
信
仰
心
と
化
し
、
-
間
以
然
引
法
制
川
氏
人
生
の

規
範
性
、
を
見
出
だ
し
た
の
で

b
る
。
が
吉
次
い
で
分
れ
て
、
一
は
、
自
然
法
却
に

人
間
内
部
部
性
に
議
や
〈
総
務
的
道
接
的
規
絡
を
関
一
怒
さ
せ
た
結
果
、
吉
代
聖
王

の
一
跡
に
、
不
畿
の
理
念
を
見
出
だ
し
、
一
は
、
告
祭
出
活
符
そ
の
ま
ま
に
、
純

-R然

強
制
川
町
川
理
念
と
殺
じ
た
結
糸
、
高
物
流
特
の
棺
に
漆
惣
い
を
見
出
だ
す
よ
う
托
左
つ

母

の

色

に

i
特
に
上
野
鶴
番
諮
本
を
中
心
と
し
て

i

序

た。

ζ

の
溺
理
念
は
ー
や
が
て
叉
、
前
者
は
ベ
化
俗
」
の
立
場
の
理
念
と
怠
り
、

後
者
は
、
「
従
俗
」
の
立
場
の
組
念
と
友
っ
た
。
と
れ
は
先
茶
政
治
思
恕
の
悲
調
怠

る
が
故
江
、
大
多
数
の
戦
闘
諸
子
の
思
惟
に
し
て
も
と
の
前
理
念
の
い
ヂ
れ
か
に
、

根
抵
を
、
お
か
ね
も
の
は
泣
い
、
と
の
一
陶
者
は
、
も
と
も
と
、
同
じ
く
自
然
法
加
に

裂
し
た
も
の
で
る
る
故
、
と
の
弱
者
に
茶
一
殺
を
お
く
問
料
、
り
、
全
て
、
自
然
法
に
基

ヂ
い
て
い
る
と
断
言
し
得
る
の
で
る
る
。

韓
非
の
思
惟
は
、
後
者
、
即
ち
「
従
俗
」
の
純
際
、
に
あ
る
も
の
で
、
特
に
、
政

令
扶
勢
と
、
後
遺
せ
る
諸
思
想
と
の
影
響
も
あ
っ
て
、
そ
の
色
彩
を
顕
著
に
し
て

い
る
。
と
の
黙
に
立
て
ば
む
そ
、
か
れ
の
法
思
認
は
も
儒
家
的
自
然
法
と
も
格
問
地
〈

り
も
法
賞
一
段
主
義
と
も
扶
別
し
、
か
れ
の
露
見
法
に
総
針
性
が
あ
る
の
で
あ
る
む

従
ヴ
て
叉
、
そ
の
震
定
法
に
自
然
法
が
そ
友
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
も
な
る
。
こ
こ

に
叉
、
法
む
構
造
花
機
械
的
結
合
が
止
な
さ
れ
る
と
一
一
一
一
円
う
中
間
出
政
治
思
想
溺
持
の
法

斑
訟
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
(
一
九
五

O
E
六
、
一
七
、
稿
)

〔註〕
(

一

)(一一)
(
五
)
(
七
)
(
九
)
(一一一)

(

一

G
)

(
毘
)

Lミ

て

(
六
)
(
八
)

田

中

耕

太

郎

氏

著

「

法

家

一

ご

貝

同

右

一

七

@

一

J

八
支

同

右

七

九

頁

向

者

一

二

九

頁

同

右

五

入

@

七

O
頁

摂
本
誠
氏
箸
勺
上
代
支
那
法
制
の
研
究
」
(
刑
事
第
)
一
八
七
笈

向

山

一

右

一

八

八

一

見

内
外
の
諸
法
哲
訟
警
の
法
の
構
透
論

西
宮
一
郎
氏
箸
「
践
の
意
如
意
と
そ
の
橋
治
'
一
、

/
糸
夏
次
的
郎
氏

梁
防
げ
超
氏
著
寸
先
素
政
治
思
想
-
史
s

一

援

一(19 )ー

健

一七一良

一
四
八
頁

中
認
一
音
韻
壌
に
於
い
て
一
菅
形
の
復
原
が
第
磁
の
局
的
で
あ
る
と
去
う
前
提
が
許

さ
れ
る
友
ら
ば
、
五
口
々
一
審
議
を
取
り
扱
う
も
の
に
と
っ
て
は
、
カ
ー
ル
グ
レ
ン
氏
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